
リロード

akira

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
リ
ロ
ー
ド

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
１
５
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ａ
ｋ
ｉ
ｒ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
ん
に
ち
は
。
Ａ
ｋ
ｉ
ｒ
ａ
で
す
。
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Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
１
　
・
・
・

・
・
・
こ
ん
に
ち
は
。
ａ
ｋ
ｉ
ｒ
ａ
で
す
。

初
め
て
な
の
で
温
か
い
心
、
目
で
お
願
い
し
ま
す
・
・
・
。

で
は
あ
ら
す
じ
を
・
・
・
・
。

あ
る
ひ
と
り
の
中
学
三
年
生
（
普
通
の
受
験
生
）
が

繰
り
返
し
の
生
活
に
嫌
気
が
差
し
て
い
た
・
・
・
。

そ
ん
な
冬
前
の
帰
り
道
・
・
・
・
・
・

そ
こ
で
見
た
も
の
・
・
そ
れ
は
世
界
を
潰
そ
う
と
す
る
組
織
・
・

「
キ
ル
・
ア
ー
ツ
」
・
・
・

そ
れ
は
ど
ん
な
集
団
な
の
か
・
・

そ
し
て
大
き
く
「
い
つ
も
」
が
変
わ
っ
て
い
く
・
・
・
・

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
物
語
・
・
・
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「
リ
ロ
ー
ド
」
お
楽
し
み
下
さ
い
・
・
・
。



4

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
２
 

－
生
活
１
－

「
早
く
来
い
っ
て
ー
ー
ー
」
「
う
る
せ
ぇ
な
・
・
・
待
っ
て
ろ
よ
。
」
「
早
く

出
て
こ
い
っ
て
・
・
。
」

そ
ん
な
混
ざ
っ
た
声
が
す
る
中
、
俺
は
一
人
鞄
を
背
負
っ
て
歩
い
て
い
た
。

（
く
だ
ら
ね
ぇ
・
・
・
な
ん
で
そ
ん
な
に
大
人
数
で
帰
ろ
う
と
す
る
ん
だ
？
）

（
ど
う
せ
一
人
で
は
何
も
出
来
な
い
屑
か
・
・
・
。
い
や
、
塵
か
・
・
。
）

”
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
”
の
意
味
が
よ
く
わ
か
る
・
・
・
。

す
る
と
い
き
な
り
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
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「
わ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

い
き
な
り
耳
元
で
大
き
な
声
が
聞
こ
え
た
。

「
う
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

俺
は
声
を
上
げ
て
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

（
お
い
お
い
・
・
・
ふ
ざ
け
ん
な
よ
・
・
い
き
な
り
と
か
反
則
だ
ろ
・
・
・
。
）

「
何
考
え
て
ん
だ
・
・
・
？
？
」
そ
い
つ
が
ア
ホ
な
声
を
出
し
た
。
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「
・
・
・
・
何
も
・
・
・
っ
て
い
う
か
脅
か
す
の
や
め
ろ
。
水
野
。
」

あ
ぁ
・
・
こ
い
つ
は
水
野
。
水
野
　
優
作
。

イ
ケ
メ
ン
っ
て
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
け
ど
。
か
っ
こ
い
い
。

・
・
・
ら
し
い
。

本
当
に
勉
強
が
で
き
な
い
奴
・
・
・
悪
知
恵
だ
け
は
一
級
品
・
・
・
。

い
つ
も
お
れ
は
こ
い
つ
と
帰
っ
て
い
る
。

「
な
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
女
子
は
せ
こ
い
よ
な
・
・
。
」



7

そ
の
質
問
に
俺
は
・
・
・
「
あ
ぁ
。
せ
こ
い
な
・
・
。
女
は
。
」

女
は
汚
い
。
色
々
な
意
味
で
・
・
・
・
。

「
あ
ぁ
・
・
そ
う
だ
・
・
・
・
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Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
２
 

－
生
活
２
－

俺
・
・
学
校
で
今
日
、
用
事
が
あ
る
ん
だ
。
」

「
は
ぁ
ー
ー
ー
？
？
？
」
　
　
「
ま
さ
か
・
・
・
・
女
か
？
？
？
」

「
ち
げ
ー
よ
。
っ
て
い
う
か
女
が
い
ん
の
は
優
作
の
方
だ
ろ
・
・
」

優
作
は
作
り
笑
い
を
見
せ
た
。

「
ま
ぁ
い
い
や
・
・
・
じ
ゃ
俺
先
か
え
っ
て
る
わ
・
・
。
」

校
門
で
俺
は
優
作
と
別
れ
た
・
・
・
。
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（
・
・
・
本
当
は
用
事
な
ん
て
無
い
・
・
。
一
人
で
帰
り
た
か
っ
た
だ
け
・
・
。

）人
間
、
一
人
に
な
り
た
い
と
き
も
あ
る
・
・
。

（
で
も
そ
れ
だ
け
で
友
達
に
先
帰
れ
だ
な
ん
て
・
・
・
・
・
・
・
）

「
俺
は
最
低
だ
な
。
」

帰
り
道
・
・
声
が
ポ
ッ
と
出
て
し
ま
っ
た
。

俺
は
ふ
と
周
り
を
見
た
。
誰
一
人
の
影
も
な
い
。

で
も
俺
は
こ
の
雰
囲
気
、
空
気
が
好
き
だ
。
特
に
風
が
気
持
ち
い
い
。
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進
ん
で
い
く
と
あ
る
も
の
が
み
え
た
・
・
。

あ
・
・
・

そ
こ
に
い
た
の
は
優
等
生
に
は
見
え
な
い
連
中
だ
っ
た
。

１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
・
・
・
６
人
か

（
そ
ん
な
に
た
む
ろ
っ
て
何
が
た
の
し
い
？
？
社
会
の
底
辺
が
・
・
・
）
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俺
は
連
中
を
睨
ん
だ
。
っ
て
い
う
か
睨
ん
で
い
た
。

（
空
気
を
壊
す
な
・
・
・
・
。
）

す
る
と
案
の
定
こ
う
な
っ
た
・
・
・
・
。

「
お
い
！
！
！
　
何
見
て
ん
だ
コ
ラ
！
！
」

「
見
て
何
が
悪
い
。
」

俺
は
冷
静
な
口
調
で
言
い
返
し
た
。

「
や
ん
の
か
、
ゴ
ル
ァ
！
！
！
！
」
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不
良
の
口
調
に
俺
は
笑
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
。

「
は
は
・
・
や
ん
の
か
と
か
・
・
ハ
ハ
ハ
ッ
雑
魚
キ
ャ
ラ
の
決
ま
り
文
句
だ
ろ
・

・
・
。
」

そ
の
言
葉
が
引
き
金
と
な
り
、
不
良
を
キ
レ
さ
せ
た
。
拳
が
飛
ん
で
き
た
。
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Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
２
 

－
生
活
３
－

俺
は
な
ん
と
か
拳
を
か
わ
し
た
。
「
ッ
つ
・
・
・
あ
ぶ
な
っ
・
・
・
。
」

俺
は
相
手
を
押
し
て
、
逃
げ
た
。

お
い
！
！
逃
げ
ん
な
。
・
・
・
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

「
こ
ん
な
人
数
差
で
逃
げ
ね
ぇ
奴
い
な
い
っ
て
の
。
」

あ
、
そ
う
だ
・
・
・
忘
れ
て
た
。

俺
の
名
前
は
「
武
藤
　
一
輝
」
（
た
け
ふ
じ
　
か
ず
き
）
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頭
は
あ
ん
ま
り
よ
く
な
い
。
　
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
て
出
来
る
っ
て
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
。

結
構
取
り
柄
の
無
い
受
験
生
。
だ
っ
て
全
部
中
く
ら
い
だ
か
ら
。

あ
・
・
も
う
家
に
着
い
た
の
か
。

「
た
だ
い
ま
。
」
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「
お
帰
り
。
一
輝
。
」
母
さ
ん
が
出
て
き
た
。

俺
は
自
分
の
部
屋
に
行
っ
た
。

・
・
・
ふ
ぅ
。
疲
れ
た
な
。

今
何
時
だ
？
？
？
時
計
を
見
る
と
１
６
時
３
０
分
を
指
し
て
い
た
。

・
・
・
４
時
半
か
・
・
・
・
。
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俺
は
ベ
ッ
ド
に
飛
び
込
ん
だ
。
「
あ
・
・
・
や
ば
・
・
・
・
寝
そ
う
だ
・
・
・
。

」ね
・
・
そ
・
・
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
・
・
┃
┃
┃
┃
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Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
３
 

－
夢
１
－

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
・
・
・
・

あ
・
・
・
今
何
時
だ
・
・
・
？
俺
は
寝
起
き
の
体
を
動
か
し
、
時
計
を
見
た
。

・
・
・
え
・
・
・
・
・
？
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時
計
は
１
６
時
３
０
分
の
ま
ま
止
ま
っ
て
い
た
。

（
つ
い
に
こ
の
時
計
も
壊
れ
た
か
・
・
・
く
そ
っ
）
俺
は
下
に
行
っ
た
。

・
・
・
・
え
？
っ
ち
ょ
・
・
へ
？
？

母
さ
ん
が
動
い
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｖ
も
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。



19

「
か
・
・
・
母
さ
ん
？
？
」
呼
ん
で
も
返
事
を
し
な
い
。

（
こ
れ
・
・
・
・
夢
だ
よ
な
・
・
・
・
・
。
）

（
あ
・
・
・
・
ま
・
・
ま
さ
か
な
・
・
。
）



20

俺
は
外
に
出
た
。
（
や
っ
ぱ
り
・
・
・
な
ん
な
ん
だ
よ
。
）

道
に
い
る
人
は
全
員
止
ま
っ
て
い
た
。
（
な
ん
だ
よ
・
・
・
・
こ
れ
・
・
・
。
）

「
あ
～
。
や
っ
と
見
つ
け
た
。
」
声
が
聞
こ
え
た
。
「
き
・
・
君
は
・
・
？
？
」

「
あ
・
・
そ
っ
か
。
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
ん
だ
っ
け
。
」
そ
の
子
は
言
っ
た
。



21

そ
の
子
は
俺
と
同
じ
位
の
歳
で
制
服
を
着
て
い
る
。
（
こ
の
制
服
・
・
・
ど
っ

か
で
・
・
・
。
）

「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
詳
し
い
こ
と
は
後
で
教
え
る
か
ら
。
じ
ゃ
あ
ね
！
！
」

「
え
・
・
・
呼
ん
だ
の
・
・
・
？
？
」
俺
は
い
い
方
が
気
に
な
っ
た
か
ら
聞
い

た
。

「
う
ん
呼
ん
だ
。
・
・
・
・
・
あ
っ
・
・
も
う
時
間
が
な
い
か
ら
ま
た
ね
！
！
」



22

「
っ
ち
ょ
・
・
・
ど
う
い
う
・
・
・
・
・
・



23

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
３
 

－
夢
２
－

（
・
・
・
・
あ
・
・
ク
ソ
ッ
・
・
意
識
が
・
・
）

急
に
眠
気
、
だ
る
さ
が
襲
っ
て
き
た
。
め
ま
い
も
す
る
・
・
。

「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
。
」
俺
が
あ
そ
こ
で
き
い
た
言
葉
は
こ
れ
が
最
後
だ
っ
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
・
・
・

・
・
・
あ
れ
っ
・
・
・
・
・
？
目
が
覚
め
た
。

す
ぐ
に
体
を
起
こ
し
時
計
を
確
認
し
た
。
・
・
・
１
８
：
３
０
。
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（
や
っ
ぱ
り
夢
か
・
・
。
あ
ー
あ
。
全
然
寝
た
気
が
し
な
い
ぜ
・
・
。
）

俺
は
今
の
夢
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
た
。
夢
っ
て
こ
ん
な
に
残
る
か
な
・
・
。

「
一
輝
！
！
早
く
お
風
呂
に
入
り
な
さ
い
！
沸
い
て
る
わ
よ
。
」

母
さ
ん
の
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
の
声
で
俺
は
自
分
の
世
界
か
ら
戻
っ
た
。

（
ま
ぁ
、
な
ん
で
も
い
い
か
。
）
そ
う
思
い
俺
は
下
の
階
へ
向
か
っ
た
。
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「
一
輝
、
疲
れ
て
い
る
の
は
わ
か
る
け
ど
中
途
半
端
な
時
間
に
寝
る
と
夜
に
寝

れ
な
く
な
る
わ
よ
。
」

母
さ
ん
が
心
配
し
た
声
で
言
っ
た
。
「
は
ー
い
。
・
・
・
あ
・
・
・
・
」

一
瞬
、
夢
の
こ
と
を
話
そ
う
か
迷
っ
た
。
が
、
や
め
た
。

（
考
え
る
の
は
や
め
よ
う
。
さ
ぁ
風
呂
！
！
！
）

俺
は
深
く
考
え
る
の
は
や
め
た
。
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［
重
大
な
こ
と
だ
っ
た
の
に
・
・
・
・
・
・
。
］



27

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
３
 

－
夢
３
－

・
・
・
今
日
は
金
曜
日
。
俺
は
金
曜
日
が
好
き
だ
。
明
日
は
休
み
と
い
う
開
放

感
が
た
ま
ら
な
く
好
き
だ
。
部
活
も
と
う
に
引
退
し
て
い
る
。

だ
か
ら
今
日
は
や
け
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
。
俺
は
朝
起
き
て
時
計
を
見
た
。
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７
：
２
０
か
・
・
・
ふ
ぅ
。
ま
だ
全
然
時
間
が
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
準
備
し
よ
う
。

俺
は
下
の
階
へ
向
か
っ
た
。

「
お
は
よ
う
、
一
輝
。
」
母
さ
ん
の
言
葉
に
俺
は
元
気
な
声
で
返
し
た
。
「
お

は
よ
う
！
！
母
さ
ん
！
！
」
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母
さ
ん
は
「
元
気
だ
な
ぁ
」
と
い
い
な
が
ら
ご
飯
を
作
っ
て
い
る
。
母
さ
ん
は

ご
飯
を
つ
く
り
、
ま
た
寝
た
。

・
・
・
・
今
日
の
朝
飯
は
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
卵
焼
き
、
白
米
か
。



30

俺
は
ご
飯
を
食
べ
終
え
、
早
足
で
自
分
の
部
屋
へ
向
か
っ
た
。

「
・
・
・
・
７
：
４
５
か
・
・
・
」
俺
は
ほ
ぼ
全
て
の
準
備
を
終
え
て
い
た
。

「
よ
し
。
歯
を
磨
こ
う
。
」
洗
面
台
へ
向
か
っ
た
。



31

７
：
５
２
・
・
・
・
・
俺
は
い
つ
も
の
よ
う
に
Ｔ
Ｖ
を
つ
け
た
。

俺
は
い
つ
も
”
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
”
の
占
い
だ
け
を
見
て
い
る
・
・
。

７
：
５
８
・
・
・
・
・
・
・
「
今
日
の
一
位
は
・
・
・
・
さ
そ
り
座
の
あ
な
た

！
！
！
！
・
・
」
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ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
言
っ
て
い
る
・
・
・
。

マ
ジ
か
よ
・
・
・
「
な
ん
で
い
つ
も
お
ひ
つ
じ
座
は
ワ
ー
ス
ト
に
入
っ
て
ん
だ

よ
・
・
・
・
。
」

お
ひ
つ
じ
座
は
１
１
位
だ
っ
た
。
・
・
・
・
・
８
：
０
２
。
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よ
し
。
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
・
・
・
。
「
い
っ
て
き
ま
す
。
」



34

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
と
母
さ
ん
は
部
屋
越
し
に
言
っ
て
く
れ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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俺
は
家
を
出
て
、
い
つ
も
の
道
を
歩
き
出
し
た
。



36

・
・
・
・
・
あ
の
・
・
・
・
あ
の
退
屈
な
「
屑
の
た
ま
り
場
」
へ
・
・
・
・
・
。
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Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
４
 

－
変
化
１
－

・
・
・
そ
れ
に
し
て
も
昨
日
の
夢
は
何
だ
っ
た
ん
だ
・
・
・
・
・
・
・
・
。



38

俺
は
何
故
か
考
え
込
ん
で
い
た
。
ふ
と
気
づ
く
と
既
に
学
校
に
到
着
し
て
い
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

時
間
は
・
・
・
・
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
：

２
０
。

（
予
定
ど
う
り
。
五
分
前
到
着
。
）
俺
は
靴
を
履
き
替
え
て
教
室
へ
向
か
っ
た
。



39

俺
は
一
応
い
じ
め
ら
れ
て
も
な
い
し
、
嫌
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
・
・
。

だ
か
ら
一
応
挨
拶
は
す
る
・
・
・
・
・
・
気
が
す
る
・
・
。



40

「
一
輝
！
！
オ
ッ
ス
。
」
名
前
も
言
う
価
値
も
な
い
奴
が
俺
に
声
を
か
け
て
き

た
。

「
あ
ぁ
。
お
う
。
」
俺
は
い
つ
も
の
？
？
？
よ
う
に
挨
拶
し
た
。



41

（
あ
ぁ
・
・
・
朝
か
ら
面
倒
く
さ
い
・
・
。
屑
に
挨
拶
さ
れ
て
も
意
味
が
な
い

ん
だ
よ
。
）

俺
は
完
全
に
ま
わ
り
を
見
下
し
て
い
る
・
・
。
訳
は
・
・
・
・
・
今
は
言
わ
な

い
で
お
こ
う
・
・
・
。
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「
未
来
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
・
・
・
記
憶
は
変
わ
ら
な
い
・
・
・
。
」

お
っ
と
・
・
。
ネ
ガ
デ
ィ
ブ
発
言
し
ち
ま
っ
た
。



43

俺
は
教
室
と
い
う
「
空
間
」
へ
入
っ
た
。
俺
は
何
故
か
こ
の
ク
ラ
ス
で
孤
立
し

て
い
る
。

誰
も
俺
に
話
し
か
け
て
こ
な
い
し
、
誰
も
俺
を
見
よ
う
と
し
な
い
・
・
・
。



44

と
は
言
っ
て
も
無
視
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
・
・
・
・
。

「
お
は
よ
う
」
と
言
え
ば
「
お
は
よ
う
」
と
か
え
っ
て
く
る
。
「
じ
ゃ
あ
ね
」

と
言
え
ば
「
じ
ゃ
あ
ね
」
と
か
え
っ
て
く
る
。
ま
る
で
オ
ウ
ム
と
話
す
感
覚
だ
。

俺
は
席
に
着
き
、
鞄
の
中
身
を
机
の
中
に
突
っ
込
み
カ
バ
ン
は
ロ
ッ
カ
ー
に
放

り
込
ん
だ
。



45

そ
し
て
い
つ
も
ど
う
り
の
一
日
が
始
ま
る
・
・
・
・
・
。

・
・
・
・
・
８
：
２
５
・
・
・
・
・
・
・
・
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。
遅
刻
の
区
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切
り
だ
。

こ
の
チ
ャ
イ
ム
よ
り
遅
く
教
室
に
入
る
と
「
遅
刻
」
だ
。

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
い
る
途
中
に
数
人
パ
ラ
パ
ラ
入
っ
て
く
る
。
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計
画
性
の
無
い
奴
ら
だ
。
・
・
先
生
が
配
布
し
た
い
つ
も
の
朝
学
習
プ
リ
ン
ト

を
や
れ
と
く
ち
ゃ
べ
っ
て
い
る
馬
鹿
共
に
声
を
掛
け
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
今
日
も
全
く
同
じ
一
日
か
・

・
・
・
。
）
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俺
は
そ
ん
な
平
和
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
・
・
・
・
”
今
日
も
同
じ
”
だ
と



49

思
っ
て
い
た
・
・
・
・
・
。
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Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
４
 

－
変
化
２
－

・
・
・
・
・
キ
ー
ン
コ
ー
ン
ー
ー
ー
カ
ー
ー
ー
ン
コ
ー
ー
ー
ン
・
・
・
。

（
あ
・
・
・
）
気
づ
い
た
ら
二
限
目
が
既
に
終
わ
っ
て
い
た
。
二
限
目
と
三
限

目
の
間
に
は
１
５
分
の

休
憩
時
間
と
給
食
終
了
後
、
２
０
分
の
大
き
な
休
憩
が
あ
る
。
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そ
の
時
間
、
俺
は
み
ん
な
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
優
作
も
い

る
。

俺
は
じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
、
キ
ー
パ
ー
を
や
っ
て
い
た
。



52

今
日
も
何
も
変
わ
ら
な
い
・
・
・
・
。
と
思
い
つ
つ
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
。

そ
の
後
も
時
間
が
と
て
も
早
く
進
ん
だ
・
・
・
・
・
気
が
し
た
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

┃
┃
┃
┃
 

帰
り
の
会
 

┃
┃
┃
┃

先
生
が
明
日
の
連
絡
を
し
、
話
を
終
え
る
。
級
長
が
「
起
立
！
！
！
！
」
と
大

き
な
声
。
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「
さ
よ
う
な
ら
！
！
！
」
級
長
の
声
が
響
い
た
。
み
ん
な
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
後
ろ
の

ロ
ッ
カ
ー
に
集
ま
る
。



55

そ
の
中
に
俺
も
い
た
。
邪
魔
だ
、
ど
け
な
ど
嫌
な
会
話
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て

い
る
。

（
早
く
出
よ
う
・
・
・
・
・
こ
ん
な
空
間
・
・
・
・
・
嫌
だ
。
）

俺
は
教
室
を
出
て
、
靴
を
履
き
替
え
、
外
に
出
た
。



56

校
門
ま
で
行
く
と
優
作
が
い
た
。
「
一
輝
、
行
こ
う
ぜ
。
」

「
あ
ぁ
。
帰
ろ
う
・
・
・
・
・
。
」

２
分
程
沈
黙
が
続
い
た
・
・
・
。
優
作
が
口
を
開
い
た
。
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「
・
・
・
・
な
ぁ
一
輝
、
今
度
ゲ
ー
セ
ン
行
っ
て
鉄
拳
犯
り
に
行
こ
う
ぜ
。
」

「
お
い
お
い
・
・
・
”
や
り
に
”
の
漢
字
が
違
う
ぞ
。
」
・
・
・
・
・
そ
ん
な

感
じ
で
話
が
続
い
た
。
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気
が
つ
く
と
帰
り
の
分
か
れ
道
ま
で
来
て
い
た
。

じ
ゃ
あ
な
。
と
別
れ
、
残
り
の
道
を
歩
い
た
。



59

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
４
 

－
変
化
３
－

そ
う
い
え
ば
も
う
冬
前
か
・
・
・
・
暗
い
な
・
・
・
。

（
家
帰
っ
た
ら
何
や
ろ
う
・
・
・
・
）
ど
う
せ
勉
強
か
・
・
・
・
・
・
。
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・
・
・
・
・
え
？
　
何
か
見
え
る
。
し
か
し
暗
い
か
ら
よ
く
見
え
な
い
。

黒
い
・
・
・
・
・
・
人
？
？
？
・
・
・
な
ん
か
ヤ
バ
そ
う
だ
な
。
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ミ
ツ
ケ
タ
・
・
コ
ロ
セ
・
・
・
コ
ロ
セ
。
」

「
ワ
レ
ラ
・
・
・
ノ
・
・
キ
ョ
ウ
イ
ニ
・
・
・
・
ナ
ル
前
に
・
・
・
・
」
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”
コ
ロ
セ
”

何
か
言
っ
て
る
・
・
・
。
「
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
・
ど
う
か
し
ま
し
た
か

？
？
」



63

こ
の
俺
の
行
動
は
愚
か
な
行
動
だ
っ
た
・
・
・
・
。

（
え
・
・
・
・
消
え
・
・
・
・
・
。
）

そ
の
瞬
間
え
ぐ
る
よ
う
な
強
烈
な
痛
み
が
襲
い
、
目
の
前
の
景
色
が
変
わ
っ
た
。



64

「
ッ
ガ
ッ
・
・
・
・
・
ガ
ハ
ッ
・
・
・
・
・
」

俺
は
腹
を
殴
ら
れ
吹
っ
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。
汚
物
混
じ
り
の
血
を
吐
い
た
。



65

気
絶
し
そ
う
な
痛
み
・
・
・
・
・
・
・
・
。
や
ば
い
・
・
・
・
コ
イ
ツ
・
・
・

な
ん
な
ん
だ
よ
！
！

”
ニ
ゲ
ロ
”
頭
が
そ
う
指
令
を
出
し
て
い
る
が
痛
み
、
そ
れ
と
足
が
す
く
ん
で

動
け
な
い
。

黒
い
人
は
腕
か
ら
包
丁
の
よ
う
な
も
の
を
出
し
た
。



66

「
コ
ロ
ス
・
・
・
コ
ロ
セ
・
・
・
・
・
キ
ョ
ウ
イ
に
な
る
ま
え
に
・
・
・
・
コ

ロ
セ
。
」

俺
は
完
璧
に
死
ぬ
と
思
っ
た
。
「
・
・
・
・
・
コ
ロ
サ
レ
ル
・
・
・
ヤ
バ
イ
！

！
！
！
！
！
！
！
」



67

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
４
 

－
変
化
４
－

黒
い
人
は
こ
う
し
て
考
え
て
い
る
間
に
も
近
寄
っ
て
く
る
。
俺
は
罠
に
か
か
っ

た
鳥
の
よ
う
に
も
が
い
た
。

「
嫌
だ
！
！
！
！
！
！
死
に
た
く
な
い
！
！
！
！
」
俺
は
柄
に
も
な
い
こ
と
を

大
声
で
叫
ん
で
い
た
。

「
コ
ロ
セ
・
・
・
キ
ョ
ウ
イ
に
・
・
・
ナ
ル
マ
エ
に
・
・
・
・
・
」



68

”
コ
ロ
セ
”

黒
い
人
は
俺
の
す
ぐ
近
く
ま
で
近
づ
い
て
き
た
。



69

（
俺
は
・
・
・
・
死
ぬ
の
か
・
・
？
・
・
・
ク
ソ
ッ
・
・
・
）

死
を
覚
悟
し
た
。



70

・
・
・
・
・
な
・
・
・
な
ん
だ
？
？
？

頭
の
中
で
声
が
聞
こ
え
た
。

”
リ
ロ
ー
ド
・
・
・
・
開
始
。
”



71

（
な
ん
だ
？
？
リ
ロ
ー
ド
？
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

”
リ
ロ
ー
ド
率
・
・
５
６
％
”

「
う
っ
！
！
な
ん
だ
よ
・
・
・
・
。
」
体
が
痺
れ
る
。

「
コ
ロ
セ
」



72

黒
い
人
は
腕
の
刀
を
俺
に
向
け
振
っ
て
き
た
。

ヒ
ュ
ン
。
刀
は
空
を
切
っ
た
。
俺
は
黒
い
人
の
攻
撃
を
か
わ
し
た
。

（
あ
れ
？
？
・
・
・
体
が
勝
手
に
・
・
・
・
。
）



73

ま
た
頭
の
中
か
ら
音
が
聞
こ
え
た
。
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

”
リ
ロ
ー
ド
率
１
０
０
％
”



74

”
リ
ロ
ー
ド
が
完
了
し
ま
し
た
。
攻
撃
態
勢
に
入
り
ま
す
。
”



75

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



76

（
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
え
・
・
・
・
？
？
）

黒
い
人
が
い
な
い
。
な
ん
な
ん
だ
・
・
・
・
・
。



77

「
ぐ
あ
ぁ
！
！
！
！
！
」
腹
に
激
痛
が
走
っ
た
。

┃
┃
┃
┃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



78

（
・
・
・
・
な
ん
だ
・
・
こ
こ
は
？
）
確
か
俺
は
・
・
・
・



79

”
黒
い
人
”

「
う
っ
・
・
・
」
恐
怖
で
吐
き
気
が
襲
っ
て
き
た
。



80

？
？
？
「
大
丈
夫
か
？
？
？
」



81

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
４
 

－
変
化
５
－

「
あ
・
・
あ
な
た
は
・
・
・
？
？
」
俺
は
そ
の
人
に
聞
い
た
。

「
俺
は
　
藤
森
　
陣
。
ま
ぁ
お
前
の
仲
間
っ
て
わ
け
だ
。
よ
ろ
し
く
な
。
」



82

仲
間
？
？
？
俺
に
仲
間
な
ん
て
い
な
い
。
「
仲
間
？
？
」
と
俺
は
聞
い
て
し
ま

っ
た
。

「
そ
う
。
仲
間
だ
。
・
・
・
な
ん
だ
・
・
お
前
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
の
か
。
・
・

・
あ
い
つ
・
・
な
ん
で
教
え
て
な
い
ん
だ
よ
。
」



83

「
あ
い
つ
っ
て
あ
の
・
・
・
女
の
子
で
す
か
？
？
」

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
。
あ
い
つ
の
名
前
は
夜
空
　
広
海
。
あ
い
つ
も
こ
こ
ら
へ
ん

の
ロ
ー
ダ
ー
だ
。
・
・
あ
、
ロ
ー
ダ
ー
っ
て
の
は
リ
ロ
ー
ド
で
き
る
や
つ
だ
。
」



84

「
え
・
・
・
？
？
」
頭
が
こ
ん
が
ら
か
っ
た
。

「
説
明
し
な
い
と
な
。
・
・
・
ま
ず
・
・
。
」



85

藤
森
は
話
し
だ
し
た
。

「
ま
ず
お
前
が
さ
っ
き
倒
し
た
奴
。
あ
れ
は
”
ブ
ラ
ッ
ク
”
っ
て
名
前
だ
。
」

「
え
・
・
・
倒
し
た
・
・
・
？
？
？
？
俺
が
・
・
？
？
」



86

「
お
前
・
・
・
無
意
識
の
内
に
”
リ
ロ
ー
ド
”
し
て
い
た
の
か
。
・
・
ま
ぁ
い

い
。
ん
で
お
前
は
あ
ん
な
奴
ら
を
倒
す
奴
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
た
っ
て
わ
け
だ
。

う
ん
。
・
・
・
・
い
わ
ば
正
義
の
味
方
だ
な
。
」



87

「
俺
が
・
・
・
戦
う
・
・
・
？
あ
ん
な
奴
ら
と
？
？
？
」



88

「
あ
ぁ
そ
う
だ
。
そ
れ
で
・
・
・
お
前
の
武
器
・
・
・
明
日
お
前
が
い
つ
も
身

に
付
け
て
る
モ
ン
も
っ
て
こ
い
。
住
所
は
・
・
・
・
・
」



89

「
分
か
り
ま
し
た
・
・
さ
よ
う
な
ら
。
」
俺
は
家
ま
で
藤
森
に
送
っ
て
も
ら
っ

た
。

・
・
・
・
・
１
９
：
０
０
・
・
・
・

「
た
だ
い
ま
・
・
・
。
」



90

「
お
帰
り
・
・
・
遅
か
っ
た
わ
ね
。
」
母
さ
ん
は
心
配
し
て
い
た
。

（
な
ん
か
・
・
・
と
っ
て
も
強
引
だ
っ
た
な
・
・
・
。
）



91

・
・
・
・
・
・
・
俺
は
い
つ
も
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
を
考
え
た
。



92

「
・
・
・
う
ー
ん
。
シ
ャ
ー
ペ
ン
か
・
・
・
な
ん
か
な
・
・
。
ノ
ー
ト
も
ち
ょ

っ
と
な
・
・
・
。
」

（
ど
う
し
よ
う
・
・
・
・
そ
う
言
わ
れ
る
と
な
い
ん
だ
よ
な
・
・
・
。
）



93

「
ピ
ピ
ピ
ッ
」
携
帯
が
鳴
っ
た
。
「
優
作
か
ら
メ
ー
ル
か
・
・
・
あ
・
・
・
・
・

」ケ
ー
タ
イ
か
・
・
・



94

（
携
帯
で
い
い
じ
ゃ
ん
か
。
う
ん
。
携
帯
に
し
よ
う
・
・
・
。
）

「
う
ん
。
そ
れ
で
い
い
や
。
風
呂
入
ろ
。
」



95

俺
は
下
着
を
用
意
し
、
風
呂
に
入
っ
た
。



96

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
５
 

－
戦
闘
１
－

「
お
ぅ
、
来
た
か
。
」

「
こ
ん
に
ち
は
。
」
俺
は
藤
森
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い
た
。

「
ん
で
、
何
に
し
た
ん
だ
？
？
？
？
」



97

「
こ
れ
で
す
。
」
俺
は
携
帯
を
見
せ
た
。

「
携
帯
か
。
お
っ
し
。
貸
せ
。
」
藤
森
は
そ
う
言
う
と
少
し
強
引
に
俺
の
手
か

ら
取
っ
た
。



98

藤
森
は
パ
ソ
コ
ン
を
い
じ
り
始
め
た
。
「
よ
し
。
行
く
ぞ
。
」
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”
リ
ロ
ー
ド
・
・
・
コ
ピ
ー
モ
ー
ド
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
コ
ピ
ー
を
開
始

し
ま
す
。
”



100

キ
ュ
イ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン

機
械
音
が
鳴
る
と
携
帯
が
光
り
始
め
た
。

「
ロ
ー
ダ
ー
情
報
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認
。
」

　
リ
ロ
ー
ド
情
報
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認
。

　
ユ
ー
ザ
ー
情
報
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認
。
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・
・
・
。
・
・
・
。

　
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認
。

　
※
一
部
認
識
出
来
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

今
す
ぐ
起
動
し
ま
す
か
？

は
い
。
（
Ｙ
）
 

い
い
え
。
（
Ｎ
）



102

こ
ん
な
文
字
が
携
帯
に
写
っ
た
。
「
な
ん
だ
・
・
・
こ
れ
・
・
・
・
・
。
」
俺

は
思
わ
ず
口
に
出
し
た
。

「
・
・
・
・
・
よ
し
。
・
・
・
ロ
ー
ド
完
了
だ
。
ほ
ら
よ
。
」



103

「
こ
れ
で
・
・
・
い
い
ん
で
す
か
？
？
？
」
見
た
と
こ
ろ
何
も
変
わ
っ
て
な
い
。



104

「
あ
ぁ
、
お
ｋ
だ
。
そ
の
ケ
ー
タ
イ
は
ど
う
な
ろ
う
が
壊
れ
な
い
。
そ
う
設
定

し
た
。
・
・
・
リ
ロ
ー
ド
し
た
い
と
き
は
”
ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
”
っ
て
言
う
だ
け

だ
。
い
つ
あ
い
つ
ら
が
出
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
な
。
注
意
し
ろ
よ
。
」

「
・
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
。
」



105

「
あ
ぁ
そ
う
だ
。
”
ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
”
っ
て
言
う
と
そ
の
携
帯
が
”
武
器
”
に

な
る
。
何
か
は
そ
の
時
に
わ
か
る
。
」



106

「
・
・
・
・
は
い
。
分
か
り
ま
し
た
。
」

俺
は
藤
森
と
別
れ
人
通
り
の
全
く
な
い
夜
の
河
川
敷
を
自
転
車
で
走
っ
て
い
た
。



107

（
何
が
・
・
・
・
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
ん
だ
。
）



108

正
直
俺
に
は
何
が
自
分
の
周
り
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・



109

そ
の
時
、
携
帯
が
鳴
っ
た
。
「
ピ
ピ
ピ
ッ
・
・
・
・
・
ア
ー
ツ
を
発
見
し
ま
し

た
。
半
径
１
０
０
ｍ
内
。
」



110

「
え
？
？
？
ア
ー
ツ
？
？
・
・
・
・
・
敵
な
の
か
・
・
・
・
・
？
」



111

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



112

ま
た
携
帯
が
鳴
っ
た
。
「
半
径
５
０
ｍ
内
。
」



113

「
半
径
２
５
ｍ
内
。
」



114

「
２
０
ｍ
内
。
」



115

・
・
・
！



116

俺
は
自
転
車
を
止
め
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・



117



118

「
ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
」



119

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
５
 

－
戦
闘
２
－

”
・
・
・
リ
ロ
ー
ド
・
・
開
始
し
ま
す
。
”
携
帯
が
光
っ
た
。

キ
ュ
イ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
。
　
　
　
　
あ
の
時
の
機
械
音
。

そ
れ
と
同
時
に
”
リ
ロ
ー
ド
完
了
。
戦
闘
態
勢
に
入
り
ま
す
。
”



120

「
ブ
イ
ー
ン
。
」
携
帯
の
先
か
ら
黄
色
い
光
？
が
出
て
い
た
。



121

俺
が
リ
ロ
ー
ド
し
た
の
は
目
の
前
に
も
う
敵
が
居
た
か
ら
だ
。
あ
の
時
の
・
・
・

”
ブ
ラ
ッ
ク
”
っ
て
名
前
だ
。

「
グ
グ
グ
・
・
・
・
ギ
ギ
ギ
・
・
・
」
意
味
不
明
な
音
を
出
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
は

近
づ
い
て
く
る
。



122

「
こ
の
光
・
・
・
・
・
・
も
し
か
し
て
・
・
・
。
」
俺
は
携
帯
を
握
り
直
し
た
。



123

「
喰
ら
え
！
！
！
！
」
俺
は
携
帯
の
黄
色
い
光
を
敵
に
切
る
よ
う
に
振
っ
た
。



124

（
多
分
こ
う
い
う
武
器
だ
ろ
！
！
！
）
一
瞬
、
時
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。

「
グ
・
・
ギ
ギ
・
・
・
ガ
・
・
・
グ
ア
ァ
ァ
・
・
・
。
」
ブ
ラ
ッ
ク
は
ま
っ
ぷ

た
つ
に
切
れ
た
。



125

「
や
っ
ぱ
り
・
・
・
・
・
こ
れ
・
・
・
。
」
や
っ
ぱ
り
黄
色
い
光
は
や
っ
ぱ
り

切
る
光
、
”
セ
イ
バ
ー
”
だ
っ
た
。



126

（
あ
れ
？
・
・
・
な
ん
で
俺
・
・
・
名
前
知
っ
て
ん
だ
？
）
す
る
と
携
帯
が
鳴

っ
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ラ
ン
ク
が
”
Ｅ
”
か
ら
、
”
Ｄ
”
に
昇
格
し
ま

し
た
。
”
モ
ー
ド
”
が
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」



127

「
ラ
ン
ク
？
？
・
・
・
・
レ
ベ
ル
み
た
い
な
も
ん
か
。
」
敵
は
消
滅
し
て
い
た
。



128

「
な
ん
だ
。
敵
・
・
・
あ
ん
ま
り
強
く
な
い
じ
ゃ
ん
。
こ
れ
な
ら
余
裕
だ
な
。
」

俺
は
自
転
車
に
乗
り
家
に
向
か
っ
た
。



129

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
５
 

－
戦
闘
３
－

・
・
・
・
・
ん
・
・
あ
・
・
・
そ
う
だ
・
・
。
今
日
は
月
曜
日
。
学
校
か
。
く

そ
・
・
・
。

俺
は
重
い
体
を
起
こ
し
た
。
「
今
何
時
だ
・
・
・
？
？
」
・
・
・
・
・
・
・
５
：

３
０

「
ま
だ
全
然
時
間
あ
ん
じ
ゃ
ん
。
な
ん
で
起
き
ち
ま
っ
た
ん
だ
。
」
早
起
き
な

ん
て
何
年
ぶ
り
だ
？
？



130

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
携
帯
が
鳴
っ
た
。
「
ピ
ピ
ピ
ッ
。
」



131

「
え
？
？
・
・
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
。
」
そ
の
音
は
俺
の
予
想
し
た
通
り
の

も
の
だ
っ
た
。

「
ア
ー
ツ
を
発
見
し
ま
し
た
。
半
径
２
５
０
ｍ
内
。
」
携
帯
が
ほ
ざ
い
て
い
る
。



132

ふ
ざ
け
ん
な
よ
。
こ
ん
な
朝
早
く
か
ら
・
・
・
・
あ
ぁ
！
！
も
う
！
！

俺
は
渋
々
制
服
に
着
替
え
た
。



133

母
さ
ん
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
鞄
を
持
っ
て
家
を
出
た
。

「
今
敵
は
何
処
に
居
る
ん
だ
？
？
？
そ
ん
く
ら
い
わ
か
ん
ね
ぇ
の
か
？
？
？
」

俺
は
携
帯
を
見
た
。



134

し
か
し
携
帯
は
い
つ
も
の
画
面
だ
。
（
あ
っ
、
リ
ロ
ー
ド
っ
て
言
え
ば
・
・
・
）



135

［
チ
ガ
ウ
・
・
・
”
ｍ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
”
ッ
テ
イ
ッ
テ
・
・
・
・
。
］

頭
の
中
で
聞
こ
え
た
。
（
な
ん
だ
今
の
・
・
・
え
・
・
・
メ
ニ
ュ
ー
？
？
？
）



136

「
ｍ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
」
俺
は
い
っ
て
み
た
。

す
る
と
携
帯
の
画
面
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
そ
の
後
白
い
文
字
で
・
・
・



137

モ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル

リ
ロ
ー
ド
情
報

ラ
ン
ク
情
報

マ
ッ
プ
情
報

閉
じ
る
（
９
）

と
出
た
。
　
　
　
　
　
（
・
・
・
マ
ッ
プ
情
報
か
・
・
？
？
？
）

俺
は
携
帯
を
操
作
し
て
マ
ッ
プ
情
報
を
開
い
て
み
た
。



138

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



139

ピ
コ
ン
・
・
・
・
。
「
な
る
ほ
ど
ね
・
・
・
・
。
」

携
帯
の
画
面
に
は
敵
の
位
置
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
（
す
ぐ
そ
こ
じ
ゃ
な
い
か
・

・
・
・
。
）



140

俺
は
敵
の
方
へ
走
っ
た
。



141

Ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
５
 

－
戦
闘
４
－

（
・
・
・
あ
れ
か
・
・
・
）
俺
は
敵
を
見
つ
け
た
・
・
。

「
ま
た
あ
い
つ
か
・
・
・
。
」
昨
日
と
同
じ
敵
・
・
・
ブ
ラ
ッ
ク
だ
っ
た
。



142

（
俺
を
探
し
て
る
ん
だ
な
・
・
。
よ
し
。
）
「
ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
」
俺
は
小
声
で

言
っ
た
。

「
リ
ロ
ー
ド
完
了
・
・
・
。
戦
闘
態
勢
に
入
り
ま
す
。
」



143

キ
ュ
イ
ー
ー
ー
ー
ン
・
・
・
・
あ
の
機
械
音
。



144

「
ブ
イ
ー
ン
。
」

「
・
・
・
・
・
・
よ
し
・
・
・
。
速
攻
で
終
わ
ら
せ
る
・
・
・
。
」



145

俺
は
後
ろ
か
ら
狙
っ
た
。
「
ブ
ン
。
」
あ
れ
・
・
・
・
・
・
。



146

「
ド
ン
。
」
鈍
い
音
が
鳴
っ
た
。
（
え
・
・
・
・
？
？
）



147

そ
の
音
は
敵
が
俺
に
殴
っ
た
音
だ
っ
た
。
痛
み
が
後
か
ら
襲
っ
た
「
ッ
グ
・
・
・

・
。
い
っ
て
ぇ
・
・
・
。
」



148

俺
は
す
ぐ
に
反
撃
し
た
。
思
い
切
り
携
帯
を
振
っ
た
。
「
ブ
ン
。
」
ま
た
空
を

切
っ
た
。

（
な
・
・
・
な
ん
で
・
・
・
・
。
）



149

「
ス
ー
」
そ
の
音
と
同
時
に
右
腕
に
激
し
い
痛
み
。

「
熱
っ
・
・
・
う
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
」
右
腕
を
見
る
と
肘
か
ら
下
が
な
い
。



150

相
手
を
見
る
と
腕
か
ら
刀
を
出
し
て
い
る
。



151

「
ッ
グ
ア
ア
・
・
・
・
・
！
！
！
」
痛
い
！
！
痛
い
。

（
ヤ
バ
イ
・
・
・
・
腕
が
・
・
・
）
俺
は
左
利
き
だ
か
ら
最
悪
の
状
況
は
回
避

で
き
た
。



152

（
ど
う
す
る
・
・
・
・
ク
ソ
。
）



153

敵
は
近
づ
い
て
く
る
・
・
・
「
グ
グ
ッ
・
・
・
・
・
ッ
ガ
・
・
・
ゴ
ア
・
・
・
。

」（
一
か
八
か
・
・
・
・
・
よ
し
。
）
俺
は
体
勢
を
低
く
し
て
相
手
を
む
か
い
う

っ
た
。



154

「
お
ら
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」
時
の
流
れ
が
遅
く
な
る
・
・
・
・
・
・



155

「
ジ
ュ
ン
・
・
・
・
。
」
生
き
て
い
る
・
・
・
痛
み
と
生
き
て
い
る
・
・
・
・
。



156

敵
は
両
足
を
無
く
し
、
も
が
い
て
い
た
・
・
・
「
ガ
・
・
ゴ
ゴ
・
・
・
・
ギ
ギ
・

・
・
グ
ァ
・
・
・
。
」

「
悪
い
な
・
・
・
・
消
え
ろ
。
」
俺
は
敵
の
頭
に
刺
し
た
。
敵
は
消
滅
し
た
。



157

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



158

・
・
す
る
と
携
帯
が
鳴
っ
た
。
　
　
　
「
ピ
ピ
ピ
ッ
。
」

「
ご
苦
労
様
で
し
た
。
尚
、
こ
の
時
間
に
受
け
た
傷
は
修
復
さ
れ
全
て
、
元
の

状
態
に
戻
さ
れ
ま
す
。
」



159

「
フ
ゥ
・
・
・
そ
う
か
・
・
・
。
よ
か
っ
た
。
」
右
腕
は
修
復
さ
れ
て
い
た
。



160

・
・
・
・



161

俺
は
近
く
の
公
園
に
行
っ
た
。
「
え
ー
と
。
時
間
・
・
・
。
」
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
７
：
５
７

「
お
ぉ
、
ギ
リ
ギ
リ
だ
・
・
・
。
」



162

俺
は
そ
う
つ
ぶ
や
き
学
校
へ
行
っ
た
。



163

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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